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行動経済学・実験経済学による人間行動の解明 

本研究室は行動経済学・実験経済学に関わる研究を展開している．短期的なテーマとして人間の協力行動

の動機と社会のあり方を考える「協力行動に支えられる社会」，他者とのオンライン上のコミュニケーショ

ンに関わる「情報社会における監視と信頼」，現代社会の消費のあり方に関わる「オンライン上における消

費者行動の解明」，「オンライン上におけるゲーム実験環境の構築」「行動経済学の実社会における応用」等

を中心としている．さらに，中長期的なテーマとして「協力行動・利他的行動の促進／抑制要因の解明と制

度設計」を掲げている．人口減少・少子高齢化が続く我が国では，いわゆる経済学の論理では持続可能な地

域社会，そして持続可能な日本の構築は困難である．今後の日本に求められる一つの方向性は，利益を追求

し奪い合うゼロサムゲームのパラダイムから離れて，他の価値観に基づいた持続可能な制度設計にある．行

動経済学の観点からは他者考慮選好および幸福の重要性があげられる．他者考慮選好とは自身の効用は自身

の利益だけでなく，他者の利益も考慮して決まるというものである．他者に何が含まれるかは課題であるが，

コミュニケーションの中で幸福が創発され，幸福という価値観に基づいた社会の可能性は検討する価値があ

る．本研究室では，協力と幸福に基づいた社会の追求に向けて研究を展開する． 
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行動経済学は広く人間行動や消費行動に関わる学問領域であるために，政策やマーケティングをはじめと

した様々な分野への応用が可能である．その他，実験的手法を中心としているためにランダム化比較試験

等の実験・解析手法に関わる知見の提供も可能である． 
 
現在・過去の実社会への応用例として，国内大手広告制作事業会社，ならびに国内大手のインターネット

サービス事業者と行動経済学の知見を用いた共同研究を展開している． 


